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甲状腺濾胞上皮細胞の増殖動態と機能に関する研究
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近年核酸代謝研究の齪α）進歩と，・・L…dk・B・…　　B・研究方法

phyの生物学的研究への応♪目によ・L生f棚の翻1　　1・31Rhymldine三電ut°「adi°8「apily

細胞の騨鰭の｛耽灘ん1・な。た．とくに・hy…　生珈勺鮪水1・艸2°°’‘αの1　撫婦肌た貼

。、idineはDNA　I】邸物雀愛としてDNA餓期・）核に　tllymidin・をラ・1の腹［蜘ノ側桶1鎖り2μGiな

と・）こまれ，しか繊融後樹導棚」されることがな　注肌，氾謝後・30分，1時li」L　12嚇！・4時1｝ll・72

いのでこれ轍射能で標識した・｝互一一thymidin醐・lllll　ll欄，96時【出11，12嚇1｝llにそれぞれ2匹ず嘱殺し1

胞の増魎態の研究に灘と｝・瀦蛤である．肝　鰍肪1織勲贈ととも剛出した・
th，midlne　a。t。，。、li。9，a，hy麟」・1～1・おいて1よ劇11）　鵬したill　犬懸L織を10％・1・ルマリン’q・1・1鰍，’ミ

醒・・訟沢・）等により櫛苛的改融らび曜　鮒｝11　ラフ・ン砲肌源さ4～6・の醐研舶1製し

発が重ねられ，とくに重層稀平上皮細胞，消化管上皮　　　た。

繍包などの髄回転についてか勧醐舗て来た。　・・し…di・9・・Phy　lよdiP・i・g灘より・　il記航

しかしながら甲状腺濾胞上劇i飽に財る・の加の　乳斉麟’肱にてL5倍踊釈して使ノ肌た・露融「

研究ば少なく，その増殖動態は全く不明であると云っ　　　Cで4週間行ない，コニドールXにて2〔｝℃4分闘現

てよい。　　　　　　　　　際し定着，水撒へ叫抄リン亀耐ジンにて染
著都基蜘研究として正常ラ。1の職｝糖胞」・　色した・

皮細胞の増殖動態及び各濾胞の機能状態を究1∬】する　　　　2’125hut°「adio8「al）hy

l…1的で・H－，hymidin。及び・・5R・よる。。t。，、di。9一　生理1験塩水1副41°°・Ciの割合曙釈した闘Na

，aphy鮒ない検討した♂　　　　　7°・Ciをラ・卜腹腔内峨肌識羽士後5分・15分，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30分，　1時間，　2時3間，　4時1｝lj，　6碕：1絹にそ擁Lそれ2

　　　　1。研究材料及び研究方法　　　　　　　　　　　匹ずつ属殺し・甲状腺を気管とともに易囁出した・

　　　ん研究欄　　　，　　　欄した甲状欄織1よCam°・液で1占腱しパ
撒勤としては樋15。9前1麦のウ、凋．継　ラフ・砲埋後源さ4～6・の醐々腱1’F製した・

期1…ラ。陸使♪Hした．、　　　　　　　・・t。・・di・9・・Phy°よ前述と　轍の鰍に》Cl重ない，

　3H－thymklh｝eはThe　Radlochemical　Celltr¢（英）　　露出は2週間行なった。

の3H－thymidine－6－T（n）（specific　activity　5．O　Ci，！

mM）を使用した。1251はTeh　Radiochelllical　Centre　　　　　　IL研究成績

（英）の1251Na　250μCi／紹を使用した。　　　　　　　　　　　　A・濾胞上皮細胞に；孕容ける5H－thymlclineのと
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りこみについて。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1濾胞上皮細胞における3H－Thymidine

甲状腺組織では濾胞上皮細胞における3H－thymi一　　　　　　の取りこみ

簾講鵯撚繍漸盗縞奄貰轍　．血塑・臥L12璽」蔓艶救
識細胞自身及び標識細胞が出現する濾胞に関して特異　　　　原始濾胞％　　33　23　4　‘1　6　10　8　8

な形態鞠所見囎めら醜力、。た．したが。て　1瞳胞％38466°4°48424533
。。t。，。di。9．。。にお1ナる鰍細胞の雛鯵数し　大Y劇1包％2931365646484759

ても，IFI状腺濾胞上皮細11包における増殖細胞と成熟細

胞とを形態学的に分離して観察することは不可能であ　　　％原始濾胞睡鋼中濾胞［：コ大濾胞

る。このように甲状腺では形態学的に均一な細胞集団

を分離，観察することが出来ないので真の意味の標識　　　　0　　　　　　　　50　　　　　　　100％

躍を篤出することは不可能であり・したがって標識率　　　0，5

から濾胞」：皮細胞のIU：代時間（generation　time，　tG）

を算出することは出来ない。また甲状腺濾胞上皮細1胞　　　1

では前述のごとく漂識細胞の出現はきわめて少なく，

核耀馳き励てまれにしか観劉1来ないので　12

1abeled　mitosisから1；上代　欄を算出することは出来　　24：：燃撒撒照ひ撒ノ

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’＼
　以上述べたごとく，串状腺濾胞」：波細胞の融代時間　　　48　iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

鼎二籍臨1難購濤畿藷；1包721………・…・…・…・・…………・……………・…・……………・…・…・…・…・…・…・糞

の性状から濾胞上皮細胞の増殖動熊を解明せんと試み　　　96　　iiiiii：iii：iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii：iiiiiiiiiii：iiiiiiii

た。すなわち濾胞の大きさを以下に述べる3群に分け　　　　　　「＿＿．，，，，，／
て検討を徹。規脚のこ・く，脚・上ヒ較して鵜…：：：…：…：…；；：………：・……：………：……・：・………………・………

かなり大型で，門形の核を有する上皮細胞の集団から

なり1濾胞の形成が全く認め・榔・細繍を原始濾　図1°灘轡包劇る8闘1ym噸

胞とし，小型の濾胞から中等大までの濾胞で，円形な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　＿

いし楕円形の核を有し，立方形の胞体を示す上皮細胞　　　中濾胞40％大濾胞56％，48時断麦には原始濾胞6

からなり，濾胞腔内には中等量のコロイドを入れてい　　　％，中濾胞48％，大濾胞46％，72時間後には，原始濾

るものを中濾胞とし，写真2のごとく大型の濾胞で稀　　　胞10％1中濾胞42％大濾胞48％，96時間後に壱よ原始

平な核を有する上皮細胞からなり，濾胞腔内にはロロ　　　濾胞8％1中濾胞45％大濾胞47％120時間後には，

イドを充満している濾胞を大濾胞とした。一般に原始　　　原始濾胞8％中濾胞33％，大濾胞59％となる。すな

濾胞および中濾胞は甲状腺の中心部に，大濾胞は甲状　　　わち，3H－thymidine投与後，時間の経過とともに

腺の辺縁部に多く見られるが，写真3は原始濾胞にお　　　標識細胞が原始濾胞に出現する頻度は誠少し，逆に大

ける標識細胞，写真4及び写真5はそれぞれ中濾胞及　　　濾胞に出現する頻度が高くなる。

び大濾胞における標識細胞である。標識細胞が出現す　　　　以上の成績から甲状腺組織においては原始濾胞は増

る濾胞を以上の3群に分けて検討すると，表1及び図　　　殖細胞の分裂により中濾胞から大濾胞へと発育するも

1のごとく3H一しhymidille投与後30分では，原始濾　　　のと推測「される。また前述のごとくこの増殖細胞には

胞33％，中濾胞38％，大濾胞29％で，標識細胞は各群　　　形態学的に特殊な所見が認められないので，3H－thy一

にほぼ均等に分布するが，1時間後には，原始濾胞23　　midine標識法の力をかりることなく増殖細胞を認識

％，中濾胞46％，大濾胞31％となり標識細胞は原始濾　　　することは困難である。

胞にやや減少する傾向が認められる。12時間後には，　　　　　B．多層上皮細胞における3H－thymidineのと

原始濾胞は4％，中濾胞は60％　大濾胞は36％とな　　　　　　　りこみについて。

り，標識細胞は中濾胞及び大濾胞に明らかに増加し，　　　　正常ラットの甲状腺においては濾胞上皮細胞は多く

原始濾胞には減少する。この傾向は時間の経過ととも　　は一層であるが，ときとして多層のこともある（写真

にさらに著明となり、24時間後には，原始濾胞4％，　　　6）Qこの多牌の部分の細胞増殖動態を解明するため
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　　　　　　　　　　　　　　　　　＿・－　　巾　　　・’　謹灘煽撚

明らかな濾胞構造を示さない原始濾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．

胞と，その間に中等大の濾胞が認め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　“

られる・　　　　　　　　無　　　　　　　　　　、鴛　耐
　　　　　　　　　　　　藩　 難講癖　　　　　・　謡

写真2・

II・E染色×400
大濾胞。濾胞腔内にはコロイドを充

満し，上皮細胞の核は扁平である。

　　　　　　　　　　畿竈謬瀞騨饗

顎、，

　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　幽臨
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「5鞠蒔聾灘欝繕縄糠彗測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟻轍’

写真・．　　　　　　　“　・拳撫，
　3H－thymidine　autoradiogram

二　　　　　　　　糸　　基底・一　　～　　　’　　憲；．’d酵　ゴ　懸’　．・

認められる・

臨義i糞．．．鷺、＿。．讐蕉．・

　　　　　　　　　　　　　　　鍵黙轟潔謎一繋

　　　　　　　　　　　　　　　　　瑠灘劉型．．．翁．．・1，穫，♂
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表2　多療1上皮糸lll胞に二r3ける3H－・Tllyn｝idine　　　　　　腺の・多層上皮細胞においては増殖細胞は1：として基底

　　　の取りこみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　撒こ存在するが，・部上願部に。も存狛三し，基底郁の増

纐一ll欄‘L5．’1221測2。91－1　l　ll糊⑫雛謄し燃飛llll」包は酬へ移f∫

」」　榔％25244｛）4°6242385°　　C職ll」包1臆｝、脳1・・1の耳・乎、ll

　蝋・　％75766°‘i°3858625° @1…IN、1瀞後、分囎㈱ll包嫡，く備胞、こ1・・1，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集積による黒化が認められ．るが，中でも雛虞9のこ

　　羅基底音β　　　　　i……：………；：…………i…i：i…i…　上層畜B　　　　　　　　　　　　　　 ・ヒ　く　，　　II1泄虚亙｝」包壱　　川と～「」弓重ミL　°∴し1こflニカ、｝乱怒配）らオし，　　大｛1轍遅勉び）∴亀㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化度IJJ’b鮫的II［直度である1，！251N註投伊観15分，3‘）分，

　U　　　　　　　　　50　　　　　　　　100％　　　1時間までは時llllの経過とともに濾11蝕内への125工の集

48

時間

積は増強し，黒化度は・般に．増力ilするが，・各｛慮1泡問に

認められ欺いが，各濾胞間におけるll、冒ヒ度の相違は

1251

取

　図2・　多1蕾，上皮細胞におけ『る3H－Thymidipe

　　　　の」i腿　　　　　
に多駈皮糊醜燃“こ ｾい基底匙；呵ド｝控　図3．　甲状灘櫃，賄と糀
に近い上層部とに分けて標識細胞の検荊を行なうと1

標識細胞は写真7のごとく基底部に現われることもあ　　　　以上の所見から正常ラットの甲状腺にお｝ナるヨード

リ，また写真8の如く上層部に現われることもある・　　　摂取能昏．k原始1慮胞にはほとんど認められず，中濾胞に

標識細胞が暴底都と上層Ilに現牽りれる頻度を経時的に　　　最も強く大1！醸胞には比較的｝隆度であることが判明し

観察すると，表2，図2のごとく　3H－thyluidhle投　　　た。

与後30分では上層音1125％，基底部75％と裁底剖1に明ら　　　　以L述べた甲状腺葡：胞L毘起細胞の増殖動態及び1251

かに多く存在し，1時閥後には」沸1部24％，基底部76　　｛1竪取能に関する成績は図3の様に要約されると考え

％とほとんど変化なく，12時欄後には上111｝部40％，セ【襲　　る。

底部60％となり標識細胞は基底捌；にゃや減少し，上層

部に増加する髄が認められる．2塒間後には12齢1　　　　　考按
後と全く1司様の成績を示すが，48時間後には上1・糊162　　　各種細胞の細胞回転，増殖動態ノ明らをにする、二と

％，某底部38％と漂識細1包は上層部に増加する。72時　　　‘よ，種々の病態を理解する上にきわめて鷺要であり，

ll、撚・は」、灘12％，」§齢58％，96時1謙セ・は一鵬　叡から佛肥対靴な・ていた読糊いら・・｝・ていた

部38％，棊底部6296，1201時・間後には上1鋤lll、望邊底剖；　　方法は，核分裂指数，あるいは呂taulmQkinesisの解

のいずれも50％である。　　　　　　　　　　　　　　　析などであり，方法論的には細・めて不確実のもので

　以上の成績を要約すると3H－thymidine購1齢11胞　　　あった。近年核酸代謝の研究とともに，放珊性同位元

は3H－thymidinヒ投与1麦30分では塾底部に多く認め　　　素を灘入する二とにより僻隙細胞1II1転の研究は容易と

られるが，時間の経過とともに基底部の標識細胞は減　　　なった4）噸）。

少し，上層部の標識細胞力・増加する。したがって甲状　　　小動物の小腸粘膜上皮甜瑚胞鋤8）1？）18），胃1占膜」皮細
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胞ゆ鋤鋤，衰皮細胞D2D　などの細胞IIII転はすで1こほ　　　を要する重要な課題髄ζユある。

瑠明されているが1甲；1犬腺濾胞」、皮糊包に関する報　　1i揃「τ1状腺の濾胞は∫・割といご・lg肋ll姻聰から

髄ほとんど見ら漁い．l！F村…。照胞」、ノ支細包の新　鷹・が，：nl常ラ・1・の1獣腺｝・：・1・いて餓れ嚥1｝脚

生について述べているが1慮胞の肥大，，齢のII蜀秘につ　一部が拗1の【波細包から輔鳥とが繍・聯鯛

いては論及していない．儲。よ甲椥1舗胞」、1虻細包の　脚尉1帆劇包1波細ll蜘糊劃った結騒ひ・拷

糸【ll胞1・・1転，増夢i鋤態を糊するlll「白で・H・・thymidi…　えられるが，・瀦1よlql随いし1鵬｝IM：多の翻1　蝸獅

。．亡。r。di。9，、1、hyにlkり追究し，あオ，せて濾胞の機　｝二切・・罰ぐもかか静職・劇ll胞1醐認y・・ら・｝・鵠亀・願

能状態を検討するために1251aut【〕radi‘｝graPhyを行　　　、”：場から・この鮒ll’｝L皮細11‘亘llk甲状腺濾胞の局所的増殖

なった、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考えている1，轟の多層上皮細月｛璽に霜ける樗｛織細胞‘ノ1｝

ll1状脚職では，｛［襯」、聯　1胞に．1・け塚，・｝l　thy・　鵬・状1脈・H　thymi・！1・・日跡後3。頒1・職灘　胞

。蝋。，標識糊包・）出ユ難削，めて少ないカ～1この二　嚇蝋部の毒…川胞に多く認めらオb」憾1；には少数1讃描

とは甲状腺濾胞．h皮細胞の新坐，死減，脱落が緩除に　　　られ　に過ぎないが，時間の経過とともにL層部にも
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